
平成™�年�月˜日 火曜日 (号外第˜›�号)官 報

第
三
百
三
十
八
条
第
一
項
中
「
六
十
九
人
」
を
「
六
十
七
人
」
に
、「
百
三
十
八
人
」
を
「
百
三
十
九
人
」に
改
め
る
。

第
三
百
七
十
八
条
第
一
項
中
「
二
人
」
を
「
三
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
三
百
六
十
四
条
第

二
項
各
号
」
の
下
に
「
、
第
三
百
七
十
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
三
百
八
十
二
条
第
一
項
中
「
一
人
」
を
「
二
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
八
十
七
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律

第
二
十
七
号
）
第
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
法
人
番
号
の
指
定
、
通
知
及
び
公
表
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
百
五
条
第
一
項
中
「
二
人
」
を
「
一
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
六
条
第
一
項
中
「
二
人
」
を
「
三
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
十
条
第
一
項
中
「
百
九
十
一
人
」
を
「
二
百
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
十
三
条
第
一
項
中
「
二
十
二
人
」
を
「
二
十
三
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
二
十
八
条
中
「
四
十
人
」
を
「
四
十
三
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
三
十
九
条
第
二
項
中
「
百
六
十
七
人
」
を
「
百
六
十
四
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
七
十
二
条
第
一
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
五
百
五
十
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
四
十
五
号
に
規
定

す
る
源
泉
徴
収
に
係
る
所
得
税
に
係
る
も
の
で
、
税
務
署
の
事
務
の
運
営
及
び
処
理
の
状
況
に
照
ら
し
、
国
税
局

長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
事
項
に
関
す
る
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
百
七
十
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
札
幌
国
税
局
、
仙
台
国
税
局
、
関
東
信
越
国
税
局
、
東
京
国
税
局
、
名
古
屋

国
税
局
、
大
阪
国
税
局
、
広
島
国
税
局
及
び
福
岡
国
税
局
に
あ
っ
て
は
、
課
税
第
二
部
の
所
掌
事
務
で
他
の
所
掌

に
属
し
な
い
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
を
削
る
。

第
四
百
八
十
条
第
三
号
中
「
第
四
百
七
十
二
条
第
四
号
」
を
「
第
四
百
七
十
二
条
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
四
百
八
十
三
条
第
一
項
中
「
六
十
一
人
」
を
「
六
十
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
八
十
五
条
第
一
項
中
「
三
千
百
六
十
四
人
」
を
「
三
千
二
百
四
十
四
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四

百
七
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
同
条
第
二
項
第
一
号
」
を「
第
四
百
七
十
二
条
第
二
号
、

第
三
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
四
百
八
十
六
条
第
一
項
中
「
二
百
六
十
一
人
」
を
「
二
百
六
十
三
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
九
十
七
条
第
一
項
中
「
四
百
七
十
五
人
」
を
「
五
百
九
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
九
十
八
条
第
一
項
中
「
九
百
九
十
八
人
」
を
「
千
八
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
十
七
条
第
一
項
中
「
二
千
七
百
八
十
五
人
」
を
「
二
千
八
百
三
十
九
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
十
八
条
第
一
項
中
「
千
六
百
六
十
九
人
」
を
「
千
七
百
十
九
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
二
十
八
条
第
一
号
中
「
か
ら
第
六
号
」
を
「
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
五
百
四
十
条
第
一
項
中
「
八
人
」
を
「
九
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第

六
号
」
を
「
及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
五
百
四
十
一
条
第
一
項
中
「
を
通
じ
て
」
を
「
に
、」に
改
め
る
。

第
五
百
四
十
七
条
第
五
項
中
「
三
百
三
十
七
人
」
を
「
三
百
四
十
四
人
」
に
、「
千
四
百
三
十
一
人
」
を
「
千
四
百
四

十
五
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
五
十
条
中
「
第
五
百
五
十
二
条
第
一
号
、
第
三
号
、
第
四
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
」
を
「
第
五
百
五

十
二
条
各
号
」
に
改
め
、「
特
に
処
理
困
難
な
も
の
と
し
て
」
を
削
る
。

第
五
百
五
十
六
条
第
一
項
中
「
一
万
八
千
九
百
九
人
」
を
「
一
万
八
千
八
百
三
十
人
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
項
の
前
の
見
出
し
、
附
則
第
十
五
項
及
び
附
則
第
十
六
項
中
「
証
券
監
督
第
一
課
及
び
証
券
監
督
第
二

課
」
を
「
証
券
監
督
第
一
課
、
証
券
監
督
第
二
課
及
び
証
券
監
督
第
三
課
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
十
六
項
中
「
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
四
百
七
十
二
条
第
三
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
横
浜
税
関
山
下
埠
頭
出
張
所
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

一

第
三
条
（
同
条
第
十
二
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。）、
第
三
百
八
十
二
条
、
第
四
百
五
条
、
第
四
百
六
条
、
第
四

百
十
条
、
第
四
百
十
三
条
、
第
四
百
二
十
八
条
、
第
四
百
三
十
九
条
、
第
四
百
七
十
二
条
、
第
四
百
八
十
条
、
第

四
百
八
十
三
条
、
第
四
百
八
十
五
条
、
第
四
百
八
十
六
条
、
第
四
百
九
十
七
条
、
第
四
百
九
十
八
条
、
第
五
百
十

七
条
、
第
五
百
十
八
条
、
第
五
百
二
十
八
条
、
第
五
百
四
十
条
、
第
五
百
四
十
一
条
、
第
五
百
四
十
七
条
、
第
五

百
五
十
条
及
び
第
五
百
五
十
六
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
十
六
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十
六
年
七
月
十

日
二

第
三
百
八
十
七
条
の
改
正
規
定

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
の
日

〇
農
林
水
産
省

国
土
交
通
省
令
第
一
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
ノ
八
の
規
定
に
基
づ
き
、
漁
船
特
殊

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

漁
船
特
殊
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

漁
船
特
殊
規
程
（
昭
和
九
年
逓
信
省

農
林
省
令
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
一
条
の
六
中
「
第
九
十
六
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
九
十
六
条
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に

改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
十
二
の
見
出
し
を「（
消
防
員
装
具
等
）」に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
消
防
員
装
具
を
備
え
付
け
る
漁
船
に
は
、
管
海
官
庁
が
十
分
と
認
め
る
数
の
防
爆
型
の
消
防

員
用
持
運
び
式
双
方
向
無
線
電
話
装
置
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
建
造
さ
れ
、又
は
建
造
に
着
手
さ
れ
た
総
ト
ン
数
千
ト
ン
以
上
の
一
般
漁
船
に
つ
い
て
は
、

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
漁
船
特
殊
規
程
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
一
般
漁
船

に
つ
い
て
平
成
三
十
年
七
月
一
日
以
後
最
初
に
行
わ
れ
る
定
期
検
査
又
は
中
間
検
査
が
開
始
さ
れ
る
日
ま
で
の
間

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
十
九
条
ノ
三
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
ノ
八
の
規
定
に
基
づ
き
、

海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め
の
国
際
条
約
等
に
よ
る
証
書
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め
の
国
際
条
約
等
に
よ
る
証
書
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め
の
国
際
条
約
等
に
よ
る
証
書
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
運
輸
省
令
第
三
十

九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
か
ら
第
五
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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